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SURGICAL RESECTION FOR PULMONARY METASTASIS 
       FROM GENITOURINARY CANCERS
Shuichi NAKAGAWA, Masahiro NAKAO and Hiroki WATANABE 
From the Department of Urology, Kyoto Prefectural University of Medicine 
 Tadashi INABA, Tadashi  AOKI and Hisamitsu NAKAHASHI 
             From Urological Clinic, Nishijin Hospital
    Three patients who underwent surgical resection for pulmonary metastases were reviewed. 
The primary lesion was testicular tumor, bladder cancer and renal cell carcinoma. One of these 
patients is alive without disease at 30 months after the pulmonary resection, while the others 
died of reccurence at 3 and 7 months after the surgical resection, respectively. As a factor affect 
ing prognosis, characteristics of the primary lesion, especially its chemosensitivity, was thought 
to be important. 
   The surgical resection of pulmonary metastasis may be effective, if the indication is assessed 
carefully. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 225-229, 1989)















患 老:T.N.49歳,男 性,右 畢丸 腫 蕩
初 診ll985年3月19日
主 訴:右 陰 嚢 内容 腫 大
経 過:術 前 す で に 左 中 肺 野 に4.9×3.3cmの 単 発
の転 移 巣 が 認 め ら れ た(Fig.1).3月25日右 高 位 除
睾 術 を 施 行.
病 理 組 織 学 的 所 見=yalksactumorで,pTINOM1
であ った.AFPが 術 前380ng/mlと高 値 を 示 し,術
後15日 目 も380ng/mlと 依 然 高 値 を 示 して い た.
hCG一β,LDHは 正 常 で あ った.肺 転 移 巣 に 対 して,
cisplatin,vinblastineおよびbl omycinを併用 し
たPVB療 法 を4月5日 よ り3コ ー ス 施 行 した とこ
ろ,AFPは 正 常 値 を 示 し,肺 転 移 巣 は 約90%縮 小 し
た も の のCT上1.6x1.Ocmの 残 存 を 認 め た(Fig.
2).この 時点 で他 の転 移 巣 は認 め られ ず,8月27日 左
肺 腫 瘍 核 出術 を行 った.病 理 組 織 学 的 所 見 は 搬 痕 お よ
び 壊 死組 織 で あ った.術 後30ヵ月を 経 た 現 在,再 発 お
よび 新 た な転 移 巣 の出 現 もな く健 在 で あ る。
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主 訴:肉 眼 的血 尿 を主 訴 と して 西陣 病 院 受 診.
経 過:1982年1月6日 膀 胱 部分 切 除 術 施 行.1983年
1月膀 胱 内再 発 を来 し,2月7日 膀 胱 全 摘 除術 施 行.
摘 出組 織 所 見:transitionalcellcarcin・maで,
pTlNOMO,grade2であ った.1984年3月左 下 肺 野
に直 径9cmの 単 発 性 転 移(Fig.3)および大 動 脈 周
囲 リ ンパ 節転 移 を 来 し,cyclophosphamidc,adria-
mycinおよびcisplatinを併 用 したCAP療 法 を施
行 した 。4コ ー ス終 了 後 大 動脈 周 囲 腫 瘤 は 完 全 に消 失
した もの の,左 肺 転 移 巣 は60%縮小 す るに と ど ま った
(Fig.4),この 時点 で 他 の転 移 巣 は 認 め られ ず,左 肺
に単 発 で限 局 して い た た め,7月11日 左 肺下 葉 切 除 術
を施 行 した.
摘 出組 織 所 見:transitionalccllcarcinomaであ
った.術 後 補 助 化 学 療 法 と してCAP療 法 を1コ ー
ス行 った.し か し10月3日 突 然 の意 識消 失 を来 し,頭
部CTに て転 移 性 脳 腫 瘍 に よる 出血 で あ る こ とが わ
か った が,術 後3ヵ 月経 過 した10月9日 に死 亡 した,




























病 理 組 織 学 的所 見=adenocarcinoma(mixedcell
type)で,pT2pN4M1.grade3であ った.両 側 多
発 性 肺 転移 で あ った が,家 族 の強 い希 望 に よ り12月7
日右 肺 転移 巣 に対 して右 中葉 切 除 術,肺 腫瘍 核 出術 お
よび 肺 門 リンパ節 郭 清術 を 施 行 した.ひ き つ づ き,
1985年1月18日左 肺 転移 巣 に対 して,左S3区 域 切 除
術 お よび肺 腫 瘍 核 出術 を 施 行 した.
摘 出 組 織 所 見=adenocarcinoma(mixedcell
type)であ った.術 後,uFT400mg/dayお よび イ
ン タ ー フ ェ ロ ン α500万単 位 を28日 間投 与 し,軽 快 退
院 とな った.し か し再 び 肺 転 移 巣 が 出 現 し,術 後7カ

































1.原発腫瘍の性状 か ら考えて,他 によ り
有効な治療法 がないこ と
2.患 者の全身状 態が,手 術 に耐え うること
3.原 発巣が十分 治療 されてい ること
4.肺 以外の部分 に遠隔転 移の徴候 が ないこと
5.単 発性転移、 または一側性 であれ両側性で
あれ多発性 で もX線上 転移巣が数個以 内に
限 られて いること
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